
 

1 

 

 

地方独立行政法人三重県立総合医療センター医療事故等公表基準 

 

１ 医療事故公表の意義 

本院には、医療従事者として医療における安全管理を追求していくため、自ら医療事故を公

表する責務がある。医療事故の事実と対応策を公表することは、医療の透明性を高め、県民か

らの信頼を得るとともに、他の医療機関への情報提供にもなり、医療の安全管理に資すること

となる。ここで重要なことは、患者や県民には事故の原因とその背景となった問題点を明らか

にするだけでなく、事故に対しどのような対策が施され、その結果何が改善されたかを知る権

利があるということである。それに応えて事故防止を図ることが最大の目的でもある。 

 

２ 用語の定義 

（１）医療事故 

   この公表基準に規定する「医療事故」とは、患者が本来持っていた疾病や体質などの基礎

的条件によるものではなく、医療においてその目的に反して生じた全ての事象を指す。医療

事故には、医療内容に問題があって起きたもの（過失による医療事故：医療過誤）と医療内

容に問題がないにもかわらず起きたもの（過失のない医療事故）がある。 

   医療事故はその傷害の内容（患者影響度レベル）に応じて次の 2つに区分する。 

（２）ヒヤリ・ハット 

患者影響度レベル 0、1、2、3a に該当する事例とする。 

（３）有害事象 

  患者影響度レベル 3b、4a、4b、5 に該当する事例とする。 

 

３ 医療事故のレベル（患者影響度レベル） 

  医療事故の発生により、患者に生じた傷害の内容に応じて、そのレベルを別表のとおり設定

する。 

 

４ 公表基準 

（１）別表レベル 4ｂまたは 5に相当する過失のある有害事象は、原則個別公表する。 

（２）上記（１）以外に相当する医療事故または医療行為以外の事故の中で、発生の予防およ

び再発の防止に資すると判断される警鐘的な事例など、社会的影響があると判断される事

例は個別公表する。なお、これらの判断は、医療安全管理委員会で審議を行い、その結果

を踏まえ、個別公表の要否を病院長が決定する。 

（３）上記（１）（２）以外に相当する医療事故は過失の有無によらず、包括的に公表する。 
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５ 公表の方法と内容 

（１）公表は、原則当院ホームページへの掲載等によるものとする。 

（２）４（１）および（２）に相当する事例の公表内容は、患者および家族等から同意を得た

事項を基本とし、当該事故の概要と原因および再発防止策とする。また、公表する内容か

ら、患者や職員が特定、識別されないように十分配慮する。なお、同意が得られなかった

場合は、４（３）と同様に包括的に公表するものとする。 

（３）４（３）に相当する包括的公表は、患者影響度レベル別の件数を公表する。 

 

６ 公表の時期 

（１）４（１）に相当する医療事故の公表にあたっては、患者および家族等への配慮から、事

前に患者および家族等に十分説明を行い、原則として書面による同意を得ることとし、公

表する時期は、原則として当該事故の示談等終決を得た後とする。 

（２）４（２）に相当する医療事故等は、その概要が明らかになり、再発防止策等が策定され

た後、医療安全管理委員会で審議を行い、病院長の決定により遅滞なく公表する。 

（３）包括的な公表は、毎月公表する。 

 

附 則 

この基準は、平成 24 年 4月 1 日から適用する。 

附 則 

この基準は、平成 28 年 1月 1 日から適用する。平成 27 年 12 月 31 日までに発生した医療事故

等については、なお従前の例による。 

附 則 

この基準は、令和 2年 9月 17 日から適用する。令和 2年 9月 16 日までに発生した医療事故等

については、なお従前の例による。 

附 則 

この基準は、令和 5年 10月 10 日から適用する。令和 5年 10月 9日までに発生した医療事故等

については、なお従前の例による。 
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 別表 

患者影響度レベル 

区分 レベル 
傷害の 

継続性 

傷害の 

程度 
傷害の内容 

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト 

０ －  エラーや医薬品・医療用具の不具合が見られた

が、患者には実施されなかった 

１ なし  患者への実害はなかった（何らかの影響を与え

た可能性は否定できない） 

２ 一過性 軽度 処置や治療は行わなかった（患者観察の強化、

バイタルサインの軽度変化、安全確認のための

検査などの必要性は生じた） 

３ａ 一過性 中等度 簡単な処置や治療を要した（消毒、湿布、皮膚

の縫合、鎮痛剤の投与など） 

有
害
事
象 

３ｂ 一過性 高度 濃厚な処置や治療を要した（バイタルサインの

高度変化、人工呼吸器の装着、手術、入院日数

の延長、外来患者の入院、骨折など） 

４ａ 永続的 軽度～ 

中等度 

永続的な障害や後遺症が残ったが、有意な機能

障害や美容上の問題は伴わない 

４ｂ 永続的 中等度 

～高度 

永続的な障害や後遺症が残り、有意な機能障害

や美容上の問題を伴う 

５ 死亡  死亡（原疾患の自然経過によるものを除く） 

 


